
ビデオ会議の導入と管理
会議室ソリューションの導入、 

管理、および保守に関する5つの基準



会議室ソリューシ
ョンの評価に関す
る5つの基準

会議室ソリューションの決定と標準化は、ITとビジネスに大き
なメリットをもたらす重要な決定です。理想的なソリューショ
ンは、手頃な価格の、拡張可能な、従業員にとって使いやす
い、そして変化するビジネス要件に十分対応できる柔軟性を持
つものです。

柔軟性と機敏性は今日特に重要です。ハイブリッドの作業環境
が予測できる未来のモデルであることは明らかです。これは従
来のオフィスにおいてだけではありません。教育や医療などの
業界は、リモートワークをオンサイトワークと結合するための
新しい方法を見つけようとしています。これは会議室について
は何を意味するのでしょうか？会議スペースの増加、多様なコ
ラボレーション方法、そしてもちろんビデオ会議の増加です。

これを考慮して、当社は、ITチームがビデオ会議システムと会
議室ソリューションを評価する際に検討すべき、重要な5つの
基準リストをまとめました。
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多数のオフィスと拠点にまたがって会議室テクノロジーを導入する必要がある場合は、素
早く、そして最小限の労力で行動する必要があります。シンプルさは優先度が高くなりま
す。2つの検討事項があります：

導入を簡素化
して時間を節
約する

一体型ビデオバー
�� スタンドアロンアプライアンスとして使
用可能

�� 会議室のモニターに直接取り付けて、独
自のオペレーティングシステム上でクラ
ウドのビデオサービスを実行します。

�� インストールが簡単で、管理と更新がシ
ンプルです

ロジクールは、導入要件を絶えず簡素化しています。当社の
最新世代の会議室ソリューションでは、コンポーネントと
ケーブルの数を再び減らしました。最新のカンファレンスカ
ム、Rally BarとRally Bar MiniにはAndroidオペレーティングシ
ステムが内蔵されているため、スタンドアロンアプライアンス
として導入することができます。または、USBケーブルを使っ
て希望のコンピューティングデバイスに接続します。

安全なケーブル管理
�� 会議室ソリューションの導入をシンプ
ルかつ迅速にすることができます

�� ケーブルとコンポーネントがしっかり
と取り付けられ、整頓され、邪魔にな
らないようにすることができます



会議室で問題が発生した場合、ITチケットが発
行されます。このような状況では、会議室また
はデバイスがオフラインであり、従業員がいら
いらしていて、貴重な施設が使用されていない
場合があります。デバイス管理プラットフォー
ムの使用によって、リモートの会議室監視と管
理が可能になり、会議室は最高の状態で稼働
し、現場訪問が少なくなります。

会議室とデバイ
スをどこからで
も管理

ロジクールSyncによって、大規模なビデ
オ展開を簡単にサポートできるようにな
る一方、現場訪問の回数やトラブルチケ
ットが減ります。会議室またはデバイス
の問題を素早く特定して、製品の更新や
バグ修正をリモートで適用し、最適に使
用するための会議室の構成方法に関する
洞察を得ながら、従業員の快適性を維持
します—すべて、シンプルなブラウザベ
ースのインターフェースから。クラウド
ベースのプラットフォームとして、Sync
はマルチテナンシーなどの高度な機能を
提供し、ServiceNowを含む様々なパート
ナーと統合します。

リモート会議室管理
�� 問題をリモートでトラブルシューティン
グを行い、解決できます

�� 必要に応じて、ソフトウェアやファーム
ウェアを更新できます（オンデマンド
で、または計画的に）。

�� 会議に影響が及ぼされる前に問題が明ら
かになることで、トラブルチケットが減
ります
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会議室の決定を導く
ための洞察を得る
会議室はどのように使用されていますか？どの会議室が一貫して
完全に予約され、どの会議室が数日間連続で未使用状態ですか？
会議室がビデオ会議用に使用されていない場合、他のタイプの臨
時会議のためにいつもふさがっていますか？

データ主導の洞察
�� 会議室の数、会議室の場所、会議
室の規模、および機器に関して、
情報に基づいた決定を行うのに役
立ちます 

�� 会議室テクノロジーへの投資を最
適化するのに役立ち、かなりの金
額を節約できます

�� ビデオ会議中だけでなく、1日を通
して会議室がどのように使用され
ているかを示すことができます

これは、ロジクール会議室ソリューションが、ビデオ会議以外の付加価値を提供
する部分です。持続的な認識によって（プライバシーを保護しながら）、ロジク
ールRally BarとRally Bar Miniカンファレンスカムは、十分に使用されていない会
議室、過密な会議室などを特定するための洞察を提供します。ロジクールSync
は、理解しやすく、実行可能な方法でこのデータを明らかにするため、空間計画
について情報に基づいた決定を行い、適切に使用される快適な職場を促進するこ
とができます。
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コストを調整しながら
優れた品質を実現
ユーザー体験の重要性は、どれだけ誇張しても
し過ぎることはありません。従業員は、自宅で
もオフィスでも、簡単で直観的な、設計が優れ
たテクノロジーが必要です。また、優れたユー
ザー体験によって導入率が増加します。

進化するテクノロジー
�� 今日のテクノロジーによって、予算条件
内にとどまりながら、優れたオーディオ
とビデオをすべての会議室で提供するこ
とが可能です。 

�� 高コストの保守契約付きの高額なビデオ
会議システムにとらわれる理由はありま
せん。

�� すべてのスペースに手頃な価格のソリュ
ーションを提供し、会議出席者にとって
一貫性のある、なじみのある体験を実現
するベンダーと提携しましょう

ロジクールの会議カメラと会議室ソリ
ューションは、最大4K解像度のビデ
オ、RightSense™会議自動化テクノロジ
ー、および入念に設計されたケーブル管
理により、最高基準に合わせて設計され
ています。ロジクールの会議室ソリュー
ションによって、規模に関係なくすべて
の会議室に品質、シンプルさ、および拡
張性を装備できます。
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ビデオへの柔軟なアプローチに
よって変化に対して準備する
作業環境がどのように進化を続けるかは、完
全に明確ではありません。しかし確実なこと
が1つあります：組織は進行中の変化、特に
人々が会い、協力する方法の変化に対して準
備する必要があります。

柔軟性と機敏性
�� 現在はあるクラウドビデオプロバイダー
を標準とし、翌年は別のプロバイダーに
変える可能性があります。

�� 従業員は通常、誰が会議を招集するかに
よって、いくつかの種類のビデオサービ
スを使用します。

�� 人々はリモートとその他の場所の間を定
期的に移行するため、BYODが増加する
傾向にあります。

柔軟性と選択肢は、ロジクールの会議室ソリューション戦略に織
り込まれています。USBデバイスと一体型アプライアンスとして
動作するカンファレンスカムから、ノートパソコンを会議室シス
テムに接続するための単一ケーブルソリューション、Swytchま
で。同じ原理が当社のパートナー戦略に当てはまります。当社は
テクノロジーパートナーシップに投資して、当社のソリューショ
ンが、既存のインフラストラクチャと優先ベンダーでシームレス
に動作することを確実にします。
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ロジクールのソリューション
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